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aw
n of an A
sia / Pacific W
orld ﹂が行なわれた。第一次世界大戦への関わり













, and the Politics of Yasukuni ﹂と題した講演があり、靖国問題に対する日本知識人の
態度の変遷を辿り、日文研創設者の一人で現在も顧問を務める梅原猛先生 公式参拝への長期に渡る反対意見を紹介し、日文研関係者 とって印象深い内容であった。
二日あわせて六つのセッション﹁日本の古代歴史 文学﹂ ﹁江戸時代の社会と文化﹂ ﹁現代日
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 Zealand: Taiko 
and Identity in Transcultural C
ontext ﹂はニュージーランドにおけるさまざまな和太鼓の演奏グ
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ationalism
? ﹂は第二次世界大戦が日本のナショナリズ
ムの発展にいかな 影響を与えたのかを論じ、オタゴ大学のヴァネッサ・ワード先生は、﹁Taking the O
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に打ち出されて、南太平洋の諸大学の日本研究の展開に非常に意義のあるこ である。そればかりではなく、ペンシルヴァニア大学とオタゴ大学がこ から展開する太平洋文化につい の交流のきっかけをつくることにもなっている。海外シンポジウムの開催は、広い波及効果があり、 ﹁日本研究﹂だけではな 、グローバルな文化研究にも役に立っているようである。本シンポジウムを支援して ださったオタゴ大学と駐ニュージーランド日本大使館にも深く感謝を申し上げる。
学会発表が終わって長雨が止み、晴れ渡った夜空を仰ぎ見ながら、参加者たちに南十字星の
探し方を示すことができたことは、私の大きな自慢だ た。
︵国際日本文化研究センター准教授︶
